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京の環境共生推進計画について 
 

１ 京の環境共生推進計画の概要 

（１） 位置付け 

ア 京の環境共生推進計画（以下，「本計画」という。）は，京都市環境基

本条例第9条の規定に基づき平成18年8月に策定した。 

イ 環境の保全に関する長期的目標並びに，環境の保全に関する個別の分野

の施策の大綱等を示す環境行政のマスタープランであり，京都市基本計画

の個別計画として位置付けられる（図1.1参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本計画の期間等 

平成18年度から27年度（10年間） 

なお，中間年度にあたる平成22年度に環境指標項目や目標値等，重点プロ

ジェクトの点検を実施した。  

 

資料 1-2 
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京都市環境基本条例 
（平成９年３月） 

京の環境共生推進計画 

環境分野の個別計画 
・京都市地球温暖化対策計画 

・京都市循環型社会推進基本計画 

・京都市自動車環境対策計画 等 

根拠(第９条) 

施策の方向性 

図 1.1 京の環境共生推進計画の位置付け 
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２ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 本計画の施策体系 

 

【目標及び環境指標の設定】 

基本施策ごとに定性的な文章による目標を設定するとともに，計画の進ちょ

く状況を点検・評価するための環境指標を設定している。 

 

地球温暖化対策の推進 

オゾン層保護対策の推進 

酸性雨対策の推進 

国際的取組の推進 

国際的連携と地域的取組により 

脱温暖化社会を目指すまち・京都 

一般廃棄物対策の推進 

産業廃棄物対策の推進 

ごみの減量化を進め，資源を循環

的に利用するまち・京都 

自然環境の保全 

快適環境の確保 

自然と共生し，うるおいと安らぎの 

あるまち・京都 

大気環境の保全 

水環境の保全 

土壌・地盤環境の保全 

生活環境の保全 

化学物質対策の推進 

環境教育・学習の推進 

環境保全活動の促進 

広範な主体の参加と環境 

コミュニケーションの推進 

環境関連産業の育成と技術

開発の推進 

すべての主体の知恵と工夫と行動で

環境を支えるまち・京都 

【基本施策】 【長期的目標】 

公害のない健康で安全な環境が

保たれるまち・京都 
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【京都市が目指す 

環境像】 

★ 

★ 

★ 

★ 

地球温暖化対策の推進 国際的連携と地域

的取組により脱温

暖化社会を目指す

まち・京都 

【基本施策】 【長期的目標】 

項目 実績値 目標数値 

温室効果ガス総排出量 
756.8 万トン 

（平成 23年） 

584 万トン 

（平成 32年） 

二酸化炭素排出量 
729.9 万トン 

（平成 23年） 
－ 

 

部

門

別 

産業部門 
110.3 万トン 

（平成 23年） 
－ 

運輸部門 
158.4 万トン 

（平成 23年） 
－ 

民生・家庭部門 
197.7 万トン 

（平成 23年） 
－ 

 

【環境指標】 

オゾン層保護対策の推進 

目標 

目標 

【目標値等】 

図 1.3 本計画における環境指標の位置付け 
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３ 計画の推進 

計画（Plan）の着実な推進を図るために，計画の目標実現に向けた施策・事業の状況

等（Do）を定期的に評価し（Check），適切に見直し推進する（Action），とした

PDCAサイクルの手続きに沿って実施している。 

 

 

 

（参考） 京都市基本計画について 

平成 23 年度から 10 年間の京都市の未来像と主要政策を明示する「はばたけ

未来へ！ 京プラン（京都市基本計画）」（平成 22 年 12 月策定）では，6 つの

京都の未来像の 1 つとして「地球環境にくらしが豊かに調和する『環境共生と

低炭素のまち・京都』」を掲げている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4 京都の未来像 

 

「環境共生と低炭素のまち・京都」  

地球環境にくらしが豊かに調和する  

「日本の心が感じられる  

国際都市・京都」  

いのちとくらしを守り，  

安心・安全で幸福を実感できる  

「支え合い自治が息づく  

まち・京都」  

「真のワークライフ・バランスを

実現するまち・京都」  

人間らしくいきいきと働き，  

家庭・地域で心豊かに生活できる  

「学びのまち・京都」  

だれもがともに学び成長し，  

未来を担う若者が育つ  

伝統と知恵を生かし，  

豊かな生活を支える  

「環境と社会に貢献する  

産業を育てるまち・京都」  

歴史・文化を創造的に活用し，継承する  


